
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度  須田小学校だより 令和４年６月２０日（月） 

 
 

須田っ子 第７号 
学校教育目標「進んで心やからだをすこやかにする子」 ･SU･ ･DA 
 

須田小学校は、今年度創立 150周年を迎えます。 

想定外を想定する 
                         校長    
気象庁は６月１４日（火）、新潟県を含む北陸地方が梅雨入りしたと見られると発表しま

した。去年より１日、平年より３日遅い梅雨入りとなりました。 

梅雨の季節が始まると、洪水の危険が増します。加茂市洪水ハザードマップによると、須

田小学校は、１，０００年に一度の大洪水を想定した場合、３ｍ未満の浸水で、２階以上は

使用可の地域に入っています。 

今回は洪水が起こった場合の避難訓練を実施しましたが、３階に避難した後で、さらに浸

水が増えた場合も想定し、屋上に避難しました。また、万が一の場合は、保育園も避難して

くることを想定し、一緒に避難訓練を行いました。 

屋上に避難する場合、避難ルートに机などがあると避難しにくいことや雨などが降ってい

たら、それをしのぐために傘やブルーシートなどが必要になることなど、備えの面で課題が

出てきました。平時にこそ備えを万全にしていきたいと思います。 

がんばりタイムⅠ期を実施しています 
 多様な運動を通してバランスのとれた体力を養ったり、ひまわり班で教え合いながら活動したり

することを目的に、がんばりタイムⅠ期を６月７日（火）から始めました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前授業をしていただきました 

いじめ見逃しゼロ強調月間（６月）の取組 
 須田小学校の今年度目指す最上位の目標は、「学校生活は楽しい」と答える児童の割合を 80％以

上、どちらかといえば楽しいを含めた肯定的回答を 100％にすることです。そのためには、いじめ

の早期発見、対応が欠かせません。いじめ見逃しゼロとは、いじめを見逃さずに発見し、学校全体

で対応して、安心・安全に生活できるようにするという意味です。 

 特に、６月と１２月を強調月間として、様々な取組を行います。 

①各学年で話し合い、『いじめ見逃しゼロを守るため』の取組を決める→放送で発表 

〇１年生「やさしい言葉を使う」「ちくちく言葉は×」「言ってしまったら、すぐに謝る」 

〇２年生「嫌な思いをしたり、嫌な思いをしている人を見たりしたら、誰かに相談する。助けても

らう」「仲良くみんなで遊ぶ」 

〇３年生「協力して助け合う」「相手の気持ちを考えた言葉を使う」「１日３回は優しい言葉を言う」 

〇４年生「１日１回以上ぽかぽか言葉を言う」「人が嫌がること、自分がされて嫌なことをしない」 

    「嫌だったら、自分から伝える」 

〇５年生「助け合ったり、声を掛け合ったりする」「相手の気持ちを考えた言葉遣いをし、自分が嫌

な言葉は相手に伝えない」「差別をせず、優しく声を掛けて、明るいクラスにしよう」 

〇６年生「他の学年と遊ぶ」「ぽかぽかストローイン」「あいさつ運動」「ぽかぽかの木」 

②ひまわり班遊び 

 児童アンケートや先生とお話タイム、ぽかぽかの木や元気アップ・絆づくり週間なども実施して

います。 

 ６／６（月）５，６年生、６／９（木）１，２年生、６／１０（金）３，４年生が加茂暁星高校

看護科の先生から、「体を動かすことの大切さ」や「食べること・食べるものの大切さ」、「命のリ

ズム(生活リズム)の大切さ」などを学びました。 


